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情
報
ガ
イ
ド　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

不
用
品
の
登
録
制
度

▽
は
有
料
、▼
は
無
料
、◇
は
応
相
談

譲
り
ま
す
▽
掛
・
敷
布
団
セ
ッ
ト 

▽
子
ど
も
用
自
転
車（
18
イ
ン
チ
）

▼
家
庭
用
ガ
ス
コ
ン
ロ（
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
用
） 

▼
テ
レ
ビ（
ア
ナ
ロ

グ
・
25
イ
ン
チ
） 

▼
エ
レ
ク
ト
ー

ン 

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

▼
介

護
用
ベ
ッ
ド（
モ
ー
タ
ー
付
） 

▼

陶
器 

▼
ひ
な
人
形
七
段
飾
り 

▼

子
ど
も
用
自
転
車（
12
イ
ン
チ
） 

▼
ピ
カ
チ
ュ
ー
ス
ク
ー
タ
ー（
幼

児
用
） 

◇
パ
ソ
コ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ

イ（
17
イ
ン
チ
） 

◇
剣
道
具
一
式

（
大
人
用
） 

◇
脚
立（
折
り
た
た
み

式
） 

◇
刈
り
込
み
バ
サ
ミ 

◇
木

製
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド 

◇
編
み
機 

◇
水
槽（
幅
60
㎝
×
奥
行
30
㎝
） 

◇
水
槽（
幅
35
㎝
×
奥
行
25
㎝
）

譲
っ
て
く
だ
さ
い
▼
ベ
ビ
ー
用
ス

リ
ン
グ 

▼
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ 

◇

ね
こ
車 

◇
リ
ヤ
カ
ー 
◇
三
味
線

一
式 

◇
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

※
利
用
は
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方
に
限
り
ま
す
。交
渉
は
本
人

同
士
で
行
い
、ト
ラ
ブ
ル
の
際
も

対
処
し
て
く
だ
さ
い　

問
合
せ
・

登
録
月
〜
土
曜
日
、９
時
〜
16
時

（
祝
日
を
除
く
）に
不
用
品
登
録
専

用
電
話
へ
☎
２
９
５
４
‐
４
９
５

３市
営
住
宅
の
入
居
登
録
者

を
募
集

対
象
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▼
平
成
23
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

狭
山
市
に
住
所
が
あ
り
、市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い 

▼
前
年
の
収
入
が

基
準
内 

▼
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か 

▼
単
身
者
の
場
合
は
、

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
か
４
級
以
上
の
身
体
障
害

者
な
ど（
入
居
で
き
る
団
地
に
制
限

あ
り
） 

※
７
月
１
日
㈮
か
ら
住
宅

営
繕
課
で
募
集
案
内
を
配
布　

申

込
み
７
月
19
日
㈫
〜
22
日
㈮
の
９

時
〜
16
時（
11
時
30
分
〜
13
時
を

除
く
）に
市
役
所
２
階
会
議
室
へ

問
合
せ
同
課
へ
内
線
２
２
３
５

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、６
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、風
が
弱
く
て

気
温
が
高
い
晴
れ
た
日
に
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ

た
り
、目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た

り
し
た
と
き
は
、次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
た
ら

▼
外
出
を
控
え
る 

▼
屋
外
で
の

運
動
を
控
え
る 

▼
乳
幼
児
、高
齢

者
、病
弱
の
方
な
ど
は
被
害
を
受

け
や
す
い
の
で
特
に
注
意
す
る

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
ら

▼
室
内
に
入
る 

▼
目
が
チ
カ
チ

カ
し
た
り
、痛
く
な
っ
た
ら
洗
眼

す
る 

▼
の
ど
の
痛
み
を
感
じ
た

ら
、う
が
い
を
す
る 

▼
洗
眼
や
う

が
い
を
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
と

き
は
、医
師
の
診
断
を
受
け
る

問
合
せ
環
境
課
へ
内
線
３
６
８
２

市
税
の
休
日
納
税
相
談

　

平
日
の
納
税
相
談
が
困
難
な

方
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
６
月
26
日
㈰
、９
時
〜
16
時

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
４

生
活
一
時
金
の
貸
し
付
け

対
象
市
内
在
住
で
、一
時
的
に
資

金（
災
害
、結
婚
、出
産
、入
学
、葬

祭
な
ど
使
途
が
健
全
な
も
の
）が

必
要
な
方　

貸
付
限
度
額
30
万
円

年
利
１
・
７
％　

償
還
期
間
３
年

以
内　

※
市
内
の
指
定
金
融
機
関

を
と
お
し
て
の
貸
し
付
け
。審
査
あ

り
。連
帯
保
証
人
が
必
要　

申
込

み
市
民
相
談
室
へ
内
線
１
１
４
１

５
月
〜
８
月
は

農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、使
用

法
や
注
意
事
項
を
厳
守
し
、散
布

区
域
外
に
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、適
正
な
保
管
、

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。公
共
施
設

や
住
宅
地
に
近
接
す
る
場
所
で
は
、

で
き
る
だ
け
剪せ

ん
て
い定
や
捕
殺
な
ど
、農

薬
散
布
以
外
の
方
法
で
防
除
し
て

く
だ
さ
い
。や
む
を
得
ず
散
布
す
る

と
き
は
、事
前
に
周
辺
住
民
へ
の
周

知
や
風
向
き
な
ど
に
十
分
注
意
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
農
業
振
興
課
へ
内
線
２
５

３
２

 

収
入
が
少
な
く
、国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
の
で
す
が
、な
に
か
よ
い

制
度
が
あ
り
ま
す
か
？

  

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、「
保
険
料
免

除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）制

度
」や
、20
歳
代
の
方
に
限
り
利

用
で
き
る「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、保
険
年
金
課

に
申
請
し
、年
金
事
務
所
で
承

認
さ
れ
る
と
、受
給
資
格
期
間

や
障
害
年
金
に
つ
い
て
、保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
取

り
扱
い
が
さ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、承
認
期
間
は
、毎
年
７
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
１
年
間

に
な
り
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
、22
年
度
分
は

７
月
29
日
㈮
ま
で
、23
年
度
分

は
、７
月
１
日
㈮
か
ら
24
年
７

月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。お
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
保
険
年
金
課
へ
内
線
１

０
５
５

　気温が上昇するこれからの時期、熱中症が多発します。
予防のために、次のことを心がけましょう。
①こまめに水分補給する。高齢者は、のどの渇きを感じづ
らく、摂取量が少なくなりやすいので、より意識して水分
を取る ②長時間の野外活動を避ける ③外出時は、帽子や
日傘などで直射日光を避ける ④十分な栄養・睡眠を取る
問合せ高齢者支援課へ内線1572

情報ガイド情報ガイド情報ガイド情報ガイド

暮
ら
す

暮
ら
す

暮
ら
す
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情
報
ガ
イ
ド　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

ご
利
用
く
だ
さ
い

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

対
象
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▼
同
一
事
業
所
に
２
年
以
上
勤
務

し
て
い
る
給
与
所
得
者
で
、市
内

に
居
住
し
て
い
る
か
居
住
し
よ
う

と
す
る
方 

▼
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方 

▼
20
歳
〜
60
歳
の
方

（
担
保
の
あ
る
方
は
65
歳
ま
で
）　

資
金
用
途
住
宅
の
取
得
、新
築
、増

築
、改
築
、耐
震
検
査
、耐
震
工
事
、

リ
フ
ォ
ー
ム

区　

分

担
保
有

担
保
無

貸
付
限
度
額
２
千
万
円

以
内
５
０
０
万
円

以
内

貸
付
利
率

（
23
年
５
月

１
日
現
在
）
１・８
６
５
％

（
変
動
金
利
）
２
・
３
％

（
固
定
金
利
）

償
還
期
間

（
70
歳
ま
で

に
返
済
）

30
年
以
内
10
年
以
内

※
い
ず
れ
も
保
証
料
が
必
要
。自

営
業
主
、家
族
従
業
員
、会
社
役

員
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

投
資
目
的
で
の
貸
し
付
け
は
行

い
ま
せ
ん

申
込
み
商
工
業
振
興
課
へ
内
線
２

５
５
４

夏
季
の
節
電
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
る
今
夏
の
電
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、節
電
の
た
め
の
危

機
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、市
庁

舎
を
含
む
市
の
関
連
施
設
の
節
電

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、ご
家
庭
で
の
節
電

に
つ
い
て
、一
層
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
市
役
所
の
取
り
組
み
や
ご
家
庭

　

で
の
節
電
方
法
は
、今
後
、広
報

　

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

　

ご
案
内
し
て
い
く
予
定
で
す

問
合
せ
防
災
課
へ
内
線
３
６
９
４

６
月
23
日
〜
29
日
は

 

男
女
共
同
参
画
週
間

　
「
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考

え
る
」を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間
７
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
、

８
時
30
分
〜
17
時（
最
終
日
は
15
時

ま
で
）　

場
所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル　

問
合
せ
男
女
共

同
参
画
推
進
室
へ
内
線
２
５
１
４

市
町
村
振
興
宝
く
じ

 

（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）

　

収
益
金
は
、市
町
村
の
災
害
対

策
と
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

発
売
期
間
７
月
11
日
㈪
〜
29
日
㈮

抽
選
日
８
月
９
日
㈫　

※
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場
で
販
売

問
合
せ
財
政
課
へ
内
線
７
１
１
３

　平成24年度、狭山市駅西口地区に市民交流センターがオープンします。
　市民交流センターは、多様な機能を集合させることにより、市民生活や
市民活動などを総合的に支援する施設で、市民交流の拠点、市民文化と市
民ニーズにこたえる多彩な情報の発信基地としての役割を担っています。

　市民交流センターは、年末年始を除く毎日開館
する予定です。総合案内などには常時職員を配置
し、市民生活に必要な情報やサービスの提供など
を行います。コミュニティホール、音楽スタジオ、
遊戯スペース、研修室などの貸出施設や談話コー
ナー、交流サロンなどの皆さんが自由に歓談でき
る場も設置します。
　また、市の特産物などを利用した特色あるメニ
ューをそろえた喫茶・軽食コーナーや自由にイン
ターネットが利用できる情報ひろばもあります。狭山市駅

（仮称）市民センター
　個人、グループ、企業など、どなたでも気軽に
利用できる施設として、皆さんのさまざまな活
動を支援します。
（仮称）総合子育て支援センター
　乳幼児情報センターを移転し、機能を拡充し
て総合的な子育て支援を推進します。親子の交
流、育児相談、一時預かりなど幅広い事業を行う
子育て支援の拠点とします。
（仮称）男女共同参画センター
　男女共同参画社会を目指す学習や地域活動な
どを進める拠点とします。

問合せ狭山市駅西口公益施設開設プロジェクトチームへ
内線2561

市民交流センターを構成する施設
中央公民館
　市民のさまざまな学習活動を支援する拠点と
して、移転・リニューアルします。地域住民の多
様な学習ニーズにこたえ、学習の機会や団体活
動の場を提供し、地域づくりを促進します。
入間川地区センター
　地域と行政をつなぐ総合窓口です。諸証明の
交付などを行います。
（仮称）生涯学習情報コーナー
　生涯学習の情報提供や相談窓口です。


